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ムラサキウニの口器中間骨による年齢査定

渡遺庄一，高田順司

Age Determination by Rotula of the Purple Sea Urchin Anthocidaris crassi，伊 inα

SHOUICHI WATANABE AND JYT.周五 TAKADA

Growth rings were c1early visible in rotula of the purple sea urchin Anthocidaris crassispinα， by 

heating at 540
0

C for 1-10 min. After confirr凶nga single formation of annulus in a year企omJune to July， 

we confmned that growth rings in rotula were useful for age deterrnination of the purple sea urchin. 

ムラサキウニAnthocidariscr，ω'sispinaは，ホンウ

ニ目ナガウニ科に属するウニ類の一種で、北海道南

部から中国東岸に分布する温帯性種である。 L2)日

本南西部の岩礁域において，アワビ，サザエ，ア

カウニ，パフンウニと並んで重要な水産資源であ

るが，ムラサキウニの密度が高い場合には磯焼け

の持続要因となることが知られ， 35)各地で藻場

回復のための駆除作業等が進められている。 6，7)ム

ラサキウニを効率よく駆除し，密度を低く管理し

ながら有効に利用するためには，個体群動態や年

齢，成長，成熟等の資源生物学的知見は重要であ

る。

ウニ類の年齢査定には，殻径の頻度分布から年

齢組成を推定する殻径組成法Bー11)や生殖板に形成

される色素帯 12ー測が利用されている。しかし，前

者については，高齢個体での年齢分離が必ずしも

容易ではなく，後者については，生殖板が破損し

やすく，その処理に時間を要するという欠点があ

る。一方，滝 21)はエゾパフンウニの口器にみられ

る生長線が年輪である可能性を示唆し，近年，エ

ゾパフンウニ，キタムラサキウニ，アカウニでは

口器中間骨に形成される輪紋を利用した年齢査定

法が検討されてきた。 22-24)

そこで，本研究では，ムラサキウニにおける口

器中間骨の年齢形質としての有効性を明らかにし

た。

材料と方法

材料の採集と保存長崎県長崎市の樫山町地

先において， 2014年3月""-'2015年2月に毎月 1回採

集した殻径7""-'57mm(平均40.8士6.6mm)のムラ

サキウニ1，747個体と， 2014年5月に採集した殻径

26""-'52mm (平均39.5士3.7mm)の50個体を用いた

(Table 1)。

Table 1 Sampling date and number of specimens collected 

企omkashiyama， Nagasaki city企om2014ω2015

Year Date 
NO.of Range oftest 

ind耐 uaJs diameter (mm) 

2014 Mar.27 120 36-54 

Apr.16 134 33-55 

May.15 295 7-57 

May.15 50 26-52 

Jun.10 120 36-52 

Jul.22 120 35幽 54

Aug.11 140 21-53 

Sep.10 120 33-52 

Oct.21 140 33-53 

Nov.6 120 29-51 

Dec.9 167 3ト52

2015 Ja乱20 131 33-57 

Feb.24 140 33-52 

Tota1 1，797 7-57 
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Fig. 1 Routine works to make age determination by rotula of 

Anthocidaris crassispinα. a:巴Xむactingrotula. b: h田町19

rotula on the hot plate. c: setting the heated rotula on the slide 

glass and coating the heated rotula with embedding matetial. 

d: inlmersing the slide glass with r叫 ulain Lemosol solution. 

巴:observation ofheated rotula with digital microscope. 

採集したムラサキウニは，実験室に持ち帰り，

殻径を測定したあと，ピンセットで口器から5個の

中間骨を摘出し (Pig.1-a)，個体識別ができる容器

に入れて乾燥保存した。2015年5月に50個体採集し

た材料については，中間骨と併せて殻から生殖板

をハサミで摘出 し，個体識別ができるビニール袋

に入れて乾燥保存した。

中間骨および生殖板の処理方法と観察 中間骨

は， 上生骨側を下にし，ホッ トプレート (Barnstead

Intemational社製，HP-A1914B)を用いて適切な設

定温度 ・時間 (次項参照)で、加熱処理した (Pig.1・

b)。中間骨の上生骨側の表面を軽く 研磨した後，

実験または調査月毎にスライ ドグラスの中央部に

詰めて並べ封入剤 (大道産業団Lマウン トクイ

ック)で固着し保管した (Pig.1-c)。中間骨の観察

は，落射照明の乱反射を防止するためレモゾール

溶液を満たしたシャーレに中間骨を固着したスラ

イドグラスを浸し (Pig.1-d)，デ、ジタノレマイクロス

コープ (Keyence社製， VH・6300)を用いて観察し

7こ (Pig.1・e)。

生殖板については，Jensenの方法 15)fこ準じた)11 

村の手法 14)に従って処理した。

中間骨の加熱処理方法の検討 2014年5月に採

集 した295個体のうち殻径41""57 mm (平均45.5

+3.9mm)のムラサキウニ 15個体を用いた。中間

骨に明瞭な輪紋が現れる温度と時間を調べるため，

3段階の処理温度 (350，450， 540
0C)と4段階の

処理時間 (1，5， 10， 60分)の計 12の実験区を

設定した。 l処理温度に対し 5個体を使用し，同

一個体の 4個の中間骨を，それぞれ4段階の処理

時間で加熱した。

輪紋の見やすさを「明瞭j と「不明瞭」の 2段

階に分け，各実験区5個体のうち，すべてが明瞭

であれば良， 1個体でも不明瞭があれば不可とし

て処理方法を検討した。

輪紋形成時期および生殖巣指数の経月変化

2014年 3月""2015年 2月に毎月 l回採集した

1，747個体を用いて，中間骨の観察を行った。中間

骨長Rおよび各輪紋長 rの測定を長軸方向に行っ

た (Pig.2)。輪紋長は，白色帯から暗色帯への移行

境界部を測定した。輪紋が比較的に明瞭で、あった

3""5輪紋群について各月 26""56個体(総数 435

個体)の計測値を用いて，以下の式から縁辺成長

率 (MGI)を算出し，その経月変化から輪紋の形

成時期を推定した。

MGI= (L-rn) / (rn-rnー1)

L:中間骨長 (mm)， rn :最終 n輪の輪紋長

(mm) ，凡1 最終n-1輪の輪紋長 (mm)

Fig. 2 Rotula of Anthocidaris crassispina (48 mm in test 

diameter). L， rotula length; rl-r3， the盆stto third ting 

length. Scale bars indicate 1 mm. 
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併せて，生殖巣の量的発達の経月変化を把握す

るため，殻径40mm以上の1，257個体(各月74"'""'135

個体)について，体重および生殖巣重量(訪を測

定し，以下の式から生殖巣指数 (G乃を算出し，そ

の経月変化から産卵期を推定した。

GI =生殖巣重量(ρ/体重(訪X100

中間骨と生殖板の輪紋数の比較 2014年 5月

に採集した殻径26"'""'52mm (平均 39.5+3.7mm) 

のムラサキウニ 50個体を用いて，中間骨と生殖

板に形成された輪紋(白色帯)数を比較した。

結果

加熱処理の温度と時間輪紋の可視化のための

加熱処理温度と時間に関する検討結果を Table2 

に示した。輪紋の読み取りに適した処理温度は

540
0

C，処理時間は 1"'""'10分で、あった。適切な温度

と時間で加熱処理すると中間骨の上生骨側の中央

部に白色帯，その外側に中間骨の形状と相似形に

陪己帯と白色帯が交互に形成されていることが判

った。また，加熱処理の過程で中間骨の表面が黒

化しやすいため，処理後に上生骨側の表面を軽く

研磨することで，輪紋の読み取りが容易になった。

Table 2 Evaluation of the results of m紅凶19with various heat 

time and heat tempera旬re

Heat Heat位ne(min)

temperature(C) 5 10 60 

350 × × × × 

450 × × × × 

540 。 。 。 × 

0; clear mark， X; no mark 

輪紋形成時期および生殖巣指数の経月変化

MGIおよび GIは， 5月に最大値を示した後， 6 

"'""'7月にかけて小さくなり， 9月に最小値を示し

た後， 5月まで徐々に大きくなった (Pig.3-A，B)。

中間骨と生殖板の輪紋数の比較標本 50個体

のうち 17個体について，生殖板の破損や加熱処

理の不具合により，標本が作製できなかった。標

本が作製できた 33個体について，中間骨と生殖

板の輪紋数を比較すると， 11個体で一致した。中

間骨の輪紋数が生殖板の輪紋数より 1個多いのは

3個体， 2個多いのは5個体， 3個以上多いのは 14

個体で，中間骨の輪紋数が生殖板の輪紋数より少

ない個体は無かった (Table3)。

1.2 r A 
4M 51 

ijj|||lll11|||| 
苫 。

51:|||| 
i:|||||||| 。2

。
MAMJJASONDJF  

Month 

Fig.3 Mon白lychange in marginal grow也 ofrotula in 

individ田 lsha吋ng3-5 white rings (A) and gonad index (B) 

of An的ocidariscrassispina. Circles and vertical bars 

indicate mean and standard deviation， respectively. 

Table 3 Comparison of white rings ∞unts between genital 

pI蹴 androtula of Anthocicお巾crassispina

No.by No.byrotula 

g;en均lplate 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

3 6 

4 4 

戸、J
r

O
勺

f

2 3 3 2 

3 1 

考察

本実験においてムラサキウニの中間骨の輪紋の

読み取りには， 540
0Cで 1"'""'10分の加熱処理が有

効であることが判った。一方，エゾパフンウニ，

キタムラサキウニでは250
0Cで20"'""'40分2233)，ア

カウニでは 350
0Cで 10"'""'180分 24)とウニの種類に

より処理時間と温度が異なることが考えられる。

この輪紋は， 6月から 7月の年 1回形成されて
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いることから，年齢形質としての有効性が明らか

になった。また，MGIおよび GIの変化からこの

輪紋形成期と産卵期はほぼ一致し，輪紋数は満年

齢を示すと考え己れた。筆者のアカウニとムラサ

キウニの中間骨の観察で、は，両種とも夏から秋に

かけて暗色帯が，冬から春にかけて白色帯が形成

されていたことから，産卵期を考慮してムラサキ

ウニでは白色帯，アカウニでは暗色帯をMGIの測

定の基準とした。

これまでウニ類の年齢形質として多く用いられ

た生殖板の輪紋数は，既述したように中間骨の輪

紋数より 1""'-'6個少ない個体が多く認められた。

この原因としては，成長が遅い個体では，輪紋の

間隔が狭いことから，生殖板での正確な読みとり

が困難で、あったことが考えられた。特に餌料が少

ない磯焼け帯に生息するウニや高齢のワニは成長

が遅く，ムラサキウニの生殖板を用いた年齢査定

では，年齢を過小言判面する可能性が示唆された。

今後，正確で効率的な中間骨を用いた年齢解析

により，ムラサキウニの有効な資源の利用と磯焼

け対策における密度管理の技術進展に期待する。
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ムラサキウニの口器中間骨による年齢査定

渡遺圧ー，高田順司

2014年 3月'"'-'2015年 2月に長崎市の樫山町地先

から採集したムラサキウニの中間骨を， 540
0Cで 1

'"'-'10分加熱処理することで明瞭な輪紋が認められ

た。この輪紋は， 6'"'-'7月に年 1固形成されているこ

とから，年齢形質としての有効性が明らかになっ

た。


